
北海道では、１９５７年から道内における生活環境中の放
射能レベルを把握するため、原子力規制庁から委託された
環境放射能水準調査（以下「水準調査」と略記）を実施し
ている。現在、この水準調査の項目は、月間降下物、大気
浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、農産物、原乳、水
産物の放射能濃度及び空間放射線量率である。
当所では継続して水準調査の解析を実施し、２０１７年度

までの北海道内の環境放射能レベルの推移を報告している１－７）。
本稿では、２０１８年度の水準調査についてとりまとめた

ので、その概要を報告する。

方 法

１．試料

２０１８年度の水準調査試料として表１に示す月間降下物
（札幌市）、大気浮遊じん（札幌市）、原水（札幌市）、蛇口
水（稚内市）、淡水（札幌市）、海水（余市町）、海底土
（余市町）、土壌（江別市；０―５cm及び５―２０cm）、ダイコ
ン（恵庭市）、ホウレンソウ（恵庭市）、精米（石狩市）、
原乳（札幌市、中標津町、当別町）、サケ（浦河町）、マダ
ラ（釧路市）、ホッキガイ（苫小牧市）、ホタテガイ（猿払
村）及びコンブ（余市町）を用いた。
２．分析装置

ゲルマニウム（Ge）半導体検出器：ORTEC製 GEM２５
及び GEM２５―７０
多重波高分析器：セイコー EG&G（株）製MCA７６００
遮蔽体：（株）伸和工業製 LBL 及びMS―１１０９７７―０１

３．放射能濃度の測定

試料は前処理せずに２L のマリネリ容器に入れ、あるい

は乾燥・灰化や蒸発濃縮の前処理をした後、１００mL の U

８容器に入れ、測定試料とした。測定方法は、文部科学省
監修「放射能測定シリーズ No．７ゲルマニウム半導体検出
器によるガンマ線スペクトロメトリー」８）等に準拠し、ゲ
ルマニウム（Ge）半導体検出器における測定時間を８０，０００
秒として、セシウム―１３４（Cs―１３４）及びセシウム―１３７
（Cs―１３７）の２放射性核種の放射能濃度を測定した。検出
限界は、試料ごとの測定条件により異なる。
４．空間放射線量率の測定

空間放射線量率については、北海道原子力環境センター
札幌分室（札幌市）及び道内９総合振興局（函館市、倶知
安町、岩見沢市、旭川市、稚内市、網走町、室蘭市、帯広
市、釧路市）に設置されたモニタリングポスト（日立製作
所製MAR―２２、以下同じ）の地上から１mの高さにある
検出器によりリアルタイムで収集したデータから自動計算
される１０分値を用いた。これらのデータは、データ転送
システムを使ってリアルタイムで北海道から国へ自動送信
され、全国のデータとともに原子力規制委員会のホームペー
ジ上で公開されている９）。

結 果

２０１８年度の水準調査における試料の放射能濃度を表１
に示した。Cs―１３７が一部の試料から検出され、その濃度
は土壌０―５cmで１５Bq/kg乾土、５―２０cmで９．６Bq/kg

乾土、ダイコン０．０１２Bq/kg生、原乳（当別町）０．１４Bq/L

生、サケ０．１３Bq/kg生、マダラ０．１６Bq/kg生であった。
２０１７年度のこれら試料の Cs―１３７と比較すると２０１８年度
の結果は同程度であった７）。
２０１８年度の空間放射線量率の測定結果を表２に示した。
今回の空間放射線量率は過去３年間の測定値の範囲内で
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表１ 放射能濃度の調査

表２ 道内１０カ所における空間放射線量率

検査機器はモニタリング・ポストMAR２２、測定値は１０分値、地上高１m
１）２０１８年度の範囲（１０分値）
２）２０１５～２０１７年度の範囲
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あった。

２０１８年度の北海道における環境放射能は、一部の試料
から Cs―１３７の検出があるものの、２０１７年度の結果と同様
に全般的に福島原発事故以前の平常時の測定値と同程度で
あった。今後も原発事故等の放射性物質汚染に係る不測の
事態に迅速・的確に対応するために、北海道の環境試料中
の放射性物質の動態を、経時的・広域的に把握できるよう
に引き続きデータの蓄積に努めて参りたい。
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